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千葉都市モノレール株式会社　（※所用の為、欠席）

（１）教育理念・目標　　　　　　　　　　（８）財務

（２）学校運営　　　　　　　　　　　　　（９）法令等の遵守

（３）教育活動　　　　　　　　　　　　　（１０）社会貢献・地域貢献

（４）学修成果　　　　　　　　　　　　　（１１）国際交流

（５）学生支援　　　　　　　　　　　　　（１２）職業実践専門課程

（６）教育環境　　　　　　　　　　　　　（１３）観光・ブライダル分野における教育の質保証、特徴化に向けた取組

（７）学生の受け入れ募集

岩崎 正佳 株式会社タビックスジャパン成田支店　マネージャー

国際トラベル・ホテル・ブライダル専門学校　学務室リーダー

国際トラベル・ホテル・ブライダル専門学校　本部長補佐・広報室長

国際トラベル・ホテル・ブライダル専門学校　校長・本部長

（１）評価項目について、学校関係者評価委員が評価を行う。
　　　評価：４：達成度80%以上、３：達成度60％以上、２：達成度30％以上、１：達成度30％未満
（２）評価、意見、改善方策を記載する。

４．評価項目

竹ノ谷 卓也

槍崎 さやか

（４）内　容：・学校関係者評価の目的
　　　　　　　・自己評価に対する学校関係者評価
　　　　　　　・意見交換
              ※欠席者の山口委員からは、後日自己評価及び学校関係者評価について、書面にてご意見を頂戴した。

３．評価

小亀 さおり

学校事務局　３名

氏名

矢口 博士

千葉市経済農政局経済部観光プロモーション課

所属

山口 晋司

（１）日　時：２０１９年９月１０日（火）　１３：３０－１５：３０
（２）場　所：国際トラベル・ホテル・ブライダル専門学校（学校法人中村学園）８号館トラベルサロン
（３）参加者：学校関係者評価委員（及び学校事務局）

学校関係者評価委員会の構成

学校関係者評価委員　４名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（順不同　敬称略）

氏名

原田 正隆

横山 隆

所属

株式会社千葉京成ホテル（京成ホテルミラマーレ）　総支配人兼販売促進統括部長

千葉市民活動支援センター　センター長

１．学校関係者評価

（１）目的
　①自己評価の評価結果について、学校外の関係者による評価を行い、自己評価結果の客観性・透明性を高めること。
　②学生・卒業生、関係業界、専修学校団体・職能団体・専門分野別の関係団体、中学校・高等学校等、保護者・地域住民、
　　所轄庁・自治体の関係部局など、専修学校と密接に関係する者の理解促進や連携協力による学校運営の改善を図ること。

（２）定義
　学生・卒業生、関係業界、専修学校団体・関係団体、中学校・高等学校等、保護者・地域住民、所轄庁等の学校関係者などを、
　学校自らが選任し、構成された評価委員会等が、自己評価の結果について評価することを基本として行う評価

（３）評価者
　学校と直接関係のある学校外の者を評価者とする学校関係者評価委員会、評価を行う「学校関係者」を選任する。

（４）評価方法
　当該年度の学校が行った自己評価の結果及びそれを踏まえた今後の改善方策について評価することを基本とする。
　【ポイント】
　・自己評価の結果の内容が適切かどうか
　・自己評価の結果を踏まえた今後の改善方策が適切かどうか
　・学校の重点目標や自己評価の評価項目等が適切かどうか
　・学校運営の改善に向けた実際の取組が適切かどうか

（５）評価期間
　２０１８年度（２０１８年４月１日～２０１９年３月３１日）

（６）評価結果
　①評価結果や今後の改善方策等について取りまとめて公表する。
　②自己評価の改善方策の検討において活用、次年度の重点目標の設定や具体的取組の改善を図る。

２．学校関係者評価委員会
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　（1）教育理念・目標

評価

1 学校の理念・目的・育成人材像は定められているか 4

2
教育目標、育成人材像は、専門分野に関連する業界等の
人材ニーズに向けて方向づけられているか 4

3
学校の理念・目的・育成人材像・特色などが
学生・保護者等に周知されているか 4

4
特色ある
教育活動

理念等の達成に向け特色ある教育活動に取り組んでいるか 4

5 将来構想 社会のニーズ等を踏まえた学校の将来構想を抱いているか 3

項目評価（平均） 3.8

【改善方策】

・行政機関、企業との連携を更に強化し、学生の成果発表の場を地域・企業へと広げていく。加えて、成果発表の中身は見直しが必要。

　（2）学校運営

評価

1 運営方針 目的等に沿った運営方針が策定されているか 4

2 事業計画 運営方針に沿った事業計画が策定されているか 4

3 運営組織は文書等において明確化され有効に機能しているか 4

4 意思決定プロセスは整備され機能しているか 4

5 人事、給与に関する規定等は整備されているか 4

6 コンプライアンス 業界や地域社会等に対するコンプライアンス体制が整備されているか 3

7 情報公開 教育活動等に関する情報公開が適切になされているか 4

8
情報

システム
情報システム化等による業務の効率化が図られているか 2

項目評価（平均） 3.6

【改善方策】

・文書番号・学校印等の社外発信文書の管理について学内ルールが明確でないため、ルール及びマニュアルを作成し、全教職員で共有する。

・学校ホームページの情報更新を遅滞なく行う。

理念
目的

育成人材像

・魅力ある教育活動の中に「千葉あそび」
とのタイアップ授業があることは喜ばし
い。学生が学んだことを伝えていく喜びを
感じることが将来につながると考える。

評価項目 意見・コメント

・文書管理について、方法・期間についてマ
ニュアルを作成し、整備した方が良い。

・情報システムについては、新システムが導入
されており、運用面において時間が必要と解釈
できる。次年度は評価アップが期待できるので
はÑ。

運営組織

５．評価項目の達成と改善方策

評価項目 意見・コメント
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　（3）教育活動

評価

1 教育理念等に沿った教育課程の編成・実施方針等が策定されているか 4

2
教育理念、育成人材像や業界のニーズを踏まえた学科の修業年限に
対応した教育到達レベルや学習時間の確保は明確にされているか 4

3 学科等のカリキュラムは体系的に編成されているか 3

4
キャリア教育・実践的な職業教育の視点に立ったカリキュラムや
教育方法の工夫・開発などが実施されているか 3

5
関連分野の企業・関係施設等や業界団体等との連携により、
カリキュラム作成・見直し等が行われているか 3

6
関連分野における実践的な職業教育（産学連携によるインターンシップ、
実技・実習等）が体系的に位置づけられているか 3

7 授業評価の実施・評価体制はあるか 4

8 職業教育に対する外部関係者からの評価を取り入れているか 3

9
成績評価
単位認定等

成績評価・単位認定、進級・卒業判定の基準は明確になっているか 3

10
免許

資格取得の
指導体制

資格取得等に関する指導体制、カリキュラムの中での
体系的な位置づけはあるか 4

11
人材育成目標の達成に向け授業を行うことができる
要件を備えた教員を確保しているか 3

12
関連分野における業界等との連携において優れた教員（本務・兼務含む）を
確保するなど取組が行われているか 3

13
関連分野における先端的な知識・技能等を修得するための研修や
教員の指導力育成など資質向上のための取組が行われているか 2

14 職員の能力開発のための研修等が行われているか 3

項目評価（平均） 3.2

【改善方策】

・科目毎の到達目標はシラバス上に明示されているが、今後は学科別学年別到達目標を設定し、目標に対する系統的な教育課程編成を行う。

・再評価は、単位認定基準と照らし合わせて教育効果をしっかり出せるようより良い方法を検討する。

・卒業判定については修業年限で修得すべき知識や技能を得ているか等、判定基準を見直す。

・研修の重要性を各教職員がより一層理解し、参加する研修においての目標、今後の課題等を認識し、教育課程や授業運営に活かしていく。

（4）学修成果

評価

1 就職率 就職率の向上が図られているか 4

2
資格・免許
の取得率

資格取得率の向上が図られているか 3

3 卒業生・在校生の社会的な活躍及び評価を把握しているか 3

4
卒業後のキャリア形成への効果を把握し
学校の教育活動の改善に活用されているか 2

5 評価目標
教育及び実習等を委託する場合、その目的、要望事項及びそれに対する
評価項目等の依頼を明確にしているか 4

項目評価（平均） 3.2

【改善方策】

・資格取得の意義を改めて学生に伝えるとともに、2年次での資格取得を奨励する。

評価項目 意見・コメント

・ブライダルコーディネート技能検定を不合格
となった学生の理由は把握しているのか。なぜ
落ちたかの原因を把握している方が後につなが
る。

・補講ではなく、正規授業だけで資格取得でき
るようにしたらどうか。国家資格は一生もの。
必ず持っていた方がよい。

・卒業生の評価については、現在実施されてい
る活動が継続されていれば、「3」評価で良い
のではないか。

卒業生
在校生の
社会的評価

・各科で最重要検定/資格と位置付けているものについては、定める目標に向けて結果が出せるよう、授業及び補講の見直しを行う。
　また、不合格となった敗因を精査し、活かしていく。

評価項目 意見・コメント

目標の
設定

・就職筆記対策のクラス分けは学科別・学校全
体いずれで行っているのか。

・学生時代は英語の授業が全てレベル別クラス
であったため、学力差がなくよかった記憶があ
る。学力別クラスを他の授業でも活かせたら良
い。

・レベル別クラス導入は効果的。クラス分けの
変更は行っているのか。

・関連分野における研修等は、適切なカリキュ
ラムを見つけることは、容易ではないと思われ
る。自分で目標を設定させる、また、専門とい
う観念にこだわりすぎないことも重要である。

教育方法
評価等

教員
教員組織
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（5）学生支援

評価

1
就職等
進路

進路・就職に関する支援体制は整備されているか 4

2
中途退学
への対応

退学率の低減が図られているか 3

3 学生相談に関する体制は整備されているか 3

4 留学生に対する相談体制を整備しているか 4

5 学生に対する経済的な支援体制は整備されているか 4

6 学生の健康管理を担う組織体制はあるか 2

7 課外活動に対する支援体制は行われているか 4

8
保護者
との連携

保護者との連携体制を構築しているか 4

9 卒業生への支援体制はあるか 3

10 社会人のニーズを踏まえた教育環境が整備されているか 2

11
高校

との連携
高校・高等専修学校等との連携による
キャリア教育・職業教育の取組が行われているか 4

項目評価（平均） 3.4

【改善方策】

・担任だけでなく、学校一丸となって学生をサポートできるよう相談体制を強化する。

（6）教育環境

評価

1 施設・設備は、教育上の必要性に十分対応できるよう整備されているか 3

2 学校施設・備品等が定期的に管理・点検されているか 3

3
学外実習
インターン
シップ等

学外実習、インターンシップ、海外研修等の実施体制を整備しているか 4

4 防災に対する体制を整備し、適切に運用しているか 4

5 学内における安全管理体制を整備し、適切に運用しているか 3

項目評価（平均） 3.4

【改善方策】

・備品や施設管理は担当者だけでなく学校全体を意識し、管理を行う。

施設
設備等

・一部学科が実習の対応が出来ていないとのこ
とだが、エアライン科に関していえば業界での
実習にはこだわらない。ホテルなどの異業種で
の実習経験は気づきや成長につながる。

・防災や安全という観点においては、何があっ
ても対応できるよう考えておく必要がある。ホ
テルも公共性が防犯面では脆弱性にもつなが
る。

・防災・安全項目の対象が広すぎる印象があ
る。十分クリアできていると考えるのでもう少
し点数を高くしても良い。

防災
安全管理

・防犯については、盗難が起きたことを踏まえて学校としての危機管理体制の強化、また自己管理を徹底させる。

・委員意見にあったようにホテルでの企業実習をその他学科の学生が行うことについて意見交換等を行う。

・学生に対するケアは丁寧に行っている印象を
受けるが、退学者が増えた要因はあるのか。

・「社会人ニーズを踏まえた教育環境」の項目
について、点数が低いように感じる。夜間部の
設置と社会人入学者の受け入れをしている点を
考えれば、十分な対応と感じる。

・企業では安全委員会・衛生委員会を設置する
ことが労働安全衛生法で定められている。学内
で委員会を設置し、インフルエンザ対策等の活
動を行い、学生も参加できればより良い。また
セキュリティ会社が提供するシステムの導入な
どはどうか。

・社会人ニーズについてはの、夜間部の設置等
の活動が行われていれば、「3」評価で良いの
ではないか。

学生相談

学生生活

卒業生
社会人

・学生の健康管理に関して、近隣病院一覧の作成を行い、急病者など不測の事態への体制整備を進める。

評価項目 意見・コメント

評価項目 意見・コメント
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（7）学生の受け入れ募集

評価

1 高等学校等、接続する教育機関に対する情報提供に取り組んでいいるか 4

2 学生募集活動を適切、かつ、効果的に行っているか 4

3 学生募集活動において、教育成果は正確に伝えられているか 4

4 入学選考 入学選考基準を明確化し適切に運用しているか 4

5 経費内容に対応した妥当な学納金であるか 4

6 入学辞退者に対し、授業料等について適正な取り扱いをおこなっているか 4

項目評価（平均） 4.0

【改善方策】

（8）財務

評価

1 財務基盤 学校及び法人運営の中長期的な財務基盤は安定しているか 4

2 教育目標との整合性を図り、単年度予算、中期計画を策定しているか 4

3 予算及び計画に基づき、適正に執行管理を行っているか 3

4 監査 私立学校法及び寄付行為に基づき適切に監査を実施しているか 4

5
財務情報
の公開

私立学校法に基づく財務情報公開体制を整備し、適切に運用しているか 3

項目評価（平均） 3.6

【改善方策】

・広報担当者だけでなく、学校教職員が業界の魅力と自校の特色を正確に伝えらえるようにする。

評価項目 意見・コメント

特になし

予算
収支計画

・予算収支に対する意識を高め、さらに効果的・計画的な予算執行に努める。

評価項目 意見・コメント

学生
募集
活動

特になし

学納金
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（9）法令等の遵守

評価

1
法令基準等
の遵守

法令、専修学校設置基準等を遵守し、適正な学校運営行っているか 4

2 個人情報保護 学校が所有する個人情報保護に関する対策がとられているか 3

3 自己評価の実施体制を整備し、問題点の改善を行っているか 3

4 自己評価結果を公開しているか 4

項目評価（平均） 3.5

【改善方策】

（10）社会貢献・地域貢献

評価

1 学校の教育資源や施設を活用した社会貢献・地域貢献を行っているか 4

2
地域に対する公開講座・教育訓練（公共職業訓練等を含む）の受託等を
積極的に実施しているか 2

3 ボランティア 学生のボランティア活動を奨励、支援しているか 2

項目評価（平均） 2.7

【改善方策】

（11）国際交流

評価

1 留学生の受け入れ・派遣について戦略をもって行っているか 4

2
留学生の受け入れ・派遣、在籍管理等において
適切な手続き等がとられているか 4

3 留学生の学修・生活指導等について学内に適切な体制が整備されているか 4

4 学修成果が国内外で評価される取組を行っているか 3

項目評価（平均） 3.8

【改善方策】

・ホームルーム等での生活指導や個人面談によるアルバイト状況の把握に努める。

・挨拶運動やクラブ活動を通じて日本人学生との交流を促す。

評価項目 意見・コメント

留学生
受け入れ

特になし

留学生
指導

評価項目 意見・コメント

社会貢献
地域貢献

・ボランティア活動の情報提供は進んで協力し
たい。

・地域との連携は、学校運営にとって好ましい
関係を築いていく必要があると考える。年に1
回でも良いので防災訓練時を利用して学生と自
治会が意見交換を行う場を設けるなど検討して
はどうか。

・行政や地域から情報を集め、ボランティア活動への呼びかけや地域と連携できる取り組みを進める。

評価項目 意見・コメント

特になし

学校評価

・学校評価を学校運営の改善に活かしていくプロセスを短期・中長期で考え、実行する。

・評価項目について、重複する内容が複数の項目に存在するため再度精査を行う。各項目についても内容が誰にでも分かりやすい
　ものとなるよう検討を行う。
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（12）職業実践専門課程

評価

1 教育課程編成委員会は年2回開催され、委員構成及び人数は適切であるか 4

2 外部委員からの意見が教育課程等に反映されているか 3

3
学内における実習・演習の授業は知識や技術を向上させ、
段階的指導を行っているか 4

4 実習先の指導者と担当教員との緊密な連携体制はとれているか 4

5 実習の事前教育を実施し、到達度の目標設定をしているか 4

6 実習中における実習時間を管理し成績、評価、単位を適切に認定しているか 4

7
教職員に対し、専攻分野における実務に関する知識、技術、技能を
修得・向上するための研修を計画的に行っているか 2

8
教職員に対し、授業及び学生に対する指導力等を修得・向上するための
研修を計画的に行っているか 2

9 学校関係者評価委員会の委員構成及び人数は適切であるか 3

10
委員会は年間適宜開催され、会議運営は規程等に
定めた目的に沿った内容となっているか 4

11 学校関係者評価結果を公表しているか 4

12
学校関係者評価結果を活用し、教育活動及び学校運営等の
質の保証と向上に継続的に努めているか 3

13 ホームページにおいて学校運営、教育活動等に関する情報提供内容は適切か 4

14
ホームページ、入学案内、パンフレット等の作成･配布、説明会等における
説明など、恒常的に情報提供を行っているか 4

項目評価（平均） 3.5

【改善方策】

・学校関係者評価委員会の構成については、より多くの専攻分野と学校全般に関する網羅的な意見を頂戴できるよう委員数を増やすことを検討する。

・委員より頂戴した研修についてのご意見は、「研修」という考え方との整合性を検討する。

評価項目 意見・コメント

企業等と
連携した
教育課程
の編成

・専門分野の読書による知識修得や業界・現場
との交流会等を情報を得る機会（研修）と捉え
ても良いように思う。

・喜んで現場の情報提供に協力したい。

・職員同士の授業スキル情報の交換なども良
い。大学などでは積極的に始めている。

・ホームページだけでなく、SNSページを持つ
と良い。また外国人への情報提供も考えると英
語による提供を検討しても良い。

企業等と
連携した
実習・演習
等の実施

企業等と
連携した
教員に対す
る研修

企業等と
連携した
学校関係者
評価の実施

情報の
公開・提供
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（13）観光・ブライダル分野における教育の質保証、特徴化に向けた取組

評価

1 学科・学年に応じた教育目標を明確に設定し、学生等に周知しているか 3

2
常勤・非常勤を問わず、教育目標設定や授業運営方針について
討議・報告する機会を設けているか 3

3
全科目のシラバスを作成・整備し、年間授業計画に
基づいた授業運営を行っているか 4

4
基礎的・基本的な知識及び技能を確実に習得させ、
課題を解決するために必要な思考力の育成に取り組んでいるか 4

5
学校行事の主旨が明確で、専攻分野に沿った特色ある行事を
計画・運営を実施しているか 4

6
観光業界・ブライダル業界に対応した語学を修得できる
カリキュラムが構成されているか 3

7
接客及び対人関係に必要とされるコミュニケーション能力育成の
カリキュラムが構成されているか 4

8
企業実習教育に付随して、事前教育や事後の振返りを
行う教育機会を設けているか 4

9
関係する業界人や卒業生を招聘したキャリア教育、
キャリア指導を定期的に実施しているか 4

10 業務上必要とされるＰＣスキルや情報モラルを教育する科目を設置しているか 4

11
外国人留学生の受入態勢を整備し、専門知識、技術、日本文化、風習などを
習得する教育カリキュラムを構成しているか 4

12
専攻分野に関連する資格検定の取得を奨励し、
検定試験受験対策のための学内指導体制は整備されているか 4

13
学生の学業成績や功績、社会貢献等に対して、
学校としての報奨制度等を用意しているか 4

14 産学連携を通じた教育活動が、業界の理解を深められているか 3

15
学生アンケートや授業アンケート等を実施し、
意見や結果を学生指導や授業改善に反映しているか 3

項目評価（平均） 3.7

【改善方策】

・各種アンケートの目的を再確認した上で、質問項目の精査、結果の活用方法等を検討する。授業改善アンケート結果に関わらず、
　授業見学や講師との面談機会を積極的に創出する。学園生活アンケート結果は会議等で共有し検証の場を設け、中長期的に改善計画を作成する。

・学科内で1年、2年それぞれの教育目標を設定し、講師会議で非常勤講師を含め、到達目標の説明を行い協働して達成を目指す。

７．総評

学校は、安定した学生数を確保しており、円滑な運営といえる。学校評価で挙げられている項目に関しては、教職員はもとより各室より選出したメン
バーによるＰＤＣＡサイクルが機能しており、少しずつではあるが学校運営の改善が図られている。今後は、各項目に対する学内の目標値（ゴール）を
明確化するとより良い。

評価項目 意見・コメント

教育体制

特になし

特色ある
教育

学習成果

8/8


